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活 動 報 告 会 ス ケ ジ ュ ー ル  



令和７年度　平塚市市民活動推進補助金

●入門コース（２団体）

団体名 申請活動・事業名 ページ

1 子どもの居場所　金田の寺子屋 子どもの居場所　学習支援　金田の寺子屋 10 万 P3

2 しのみやさくらの会
明るい未来をつなぐ 地域の和（輪）の居場所
“さくらこども食堂”

10 万 P10

●発展コース（３団体）

団体名 申請活動・事業名 ページ

1 一般社団法人　Ｆ－ＳＴＹＬＥスポーツクラブ ボッチャインクルーシブプロジェクト 50 万 P18

2 認定特定非営利活動法人　ＪＵＤＯｓ
平塚市民の心と身体を柔道で元気に、国際交流
の場を広げたい

30 万 P25

3 平塚ゆかりの作家　中勘助を知る会
中勘助平塚居住100周年記念事業　第二弾
『しづかな流』市民による手書復刊プロジェクト

24 万 P37

確定額

確定額

報 告 団 体 一 覧
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第１０号様式（第１４条関係）

令和７ 年度　平塚市市民活動推進補助金事業報告書（入門・発展コース）

１ 団 体 名 子どもの居場所　金田の寺子屋

２ 事業名 子どもの居場所　学習支援　金田の寺子屋

３ コース区分
　   ・補助額

　（以下のどちらかのコースを○で囲んでください。）

10 万円
入門コース　・  発展コース

日
４ 実施期間

（開始期日） （完了期日）

令和７ 年 ４ 月 １ 日 ～ 令和８ 年 ３ 月 ３１

５ 事業の目的
「子どもの居場所　学習支援　金田の寺子屋」発足し、三年目になった。
　・対象：小学校１年〜６年生、中学校１年〜３年生
　・費用：無料　　　・開催頻度：月２回　第二、第四火曜日
　・開催時間：17：00〜18：30
上記内容で行い定常化してきた。子どもたちも増え５８名程となってきた、
このように子どもたちの参加も増え、現状収入での運営の厳しさ及び宿題を中心に
した学習支援では苦手科目の克服も厳しくなってきている。そこでこれからも継続
的に行っていくため、ベースを強化し、さらには単なる宿題を行うことだけではな
く、苦手科目の手助けも強化し、「わかったよ」という楽しさ喜びが得られる場
（「地域での学びの居場所」）としていきたい。
また単なる学習の場だけではなく、居場所として「皆で触れ合える場」として地域
で子どもを育てるを目指していく。
ベースの強化としては、必要な機器・教材は用意し不要な支出は無くしていく。

申請書と同じ内容を記
入してください。

６ 実施した内容
子どもの居場所として、学習支援として、さらにはボランティアと子どもたちの触
れ合いの場として
⒈ 学習支援
　実績
　　・開催回数：２４回（月２回実施）
　　・参加人数：生　徒　７０２人（小学生：５６１人、　中学生：１４１人）
　　　　　　　　ボランティア　２９１人
　　　　　＊人数には、特別授業及びイベントの人数を含んでいます。
⒉ 特別授業　下記実施
　　・「科学のまど」　音のふしぎ、空気のふしぎ、水の不思議　実施
　　　　講師：科学のまど　学芸員
　　・「ひらつかの自然に生きる鳥たち」　講師：日本野鳥の会幹事・こまたん
　各特別授業みんな楽しんでくれました。
⒊ イベントの開催。３回実施、皆との触れ合いを大切に下記実施
　　・８／２６：夏まつりの開催
　　・７／２２：設立記念コンサート　、１２／１６：クリスマスコンサート開催
　　　　　コンサートは「法人：100万人のクラシックライブ」が協力。

活動・事業の実績（実
施内容・実施日・場
所・参加人数など）に
ついて具体的に記入し
てください。

※ 申請書の内容と相違
があった場合はその変
更点と理由を記入して
ください。
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９ 今 後 の
　 事業展望等

本事業については、今後も地域における子どもの居場所及び学習支援の場として継
続して実施していく。あわせて、参加しやすい環境づくりを進め、安定した参加に
つなげていく。

また、居場所機能と学習支援のバランスを意識し、学習時間の確保やプログラム内
容の充実を図るとともに、特別授業や体験活動の機会も適宜取り入れていく。

さらに、子どもたちの生活面への支援の充実を図る観点から、子ども食堂的な要素
の導入についても検討し、より安心して過ごせる環境づくりを進めていく。

加えて、学生ボランティアをはじめとした担い手の継続的な参画を支える仕組みに
ついても検討し、持続可能な運営体制の強化に努める。

今後も、地域全体で子どもを支える取り組みとして発展させていく。

活動・事業について今
後も継続的に行うもの
であれば、その計画
や、団体としての今後
の活動計画・事業展望
等を記入してくださ
い。

７ 得られた
　 成果・効果

本事業では、「子どもの居場所」と「学習支援」を両立させることにより、子ども
たちの成長支援及び生活面での支援にもつながることを目標としていたが、概ね当
初の想定どおりの成果を得ることができた。

本事業により、以下の成果が得られた。
・子ども同士や大学生、地域住民との関わりを通じて、人とのつながりが広がり、
　心身の健やかな成長につながった。
・安心して通える居場所として定着し、継続的に参加する子どもが増加した。
・学習支援を通じて、学習習慣の定着や学習意欲の向上が見られた。
・関わりの中で、困りごとを抱える子どもへの気づきや見守りにつながり、
　生活面での支援の一助となった。
・高齢者を含む地域ボランティアにとって、生きがいや社会参加の場となった。
・多世代交流を通じて、地域で子どもを支える意識の醸成が図られた。
・活動を通じて地域のつながりが強まり、地域の活性化に寄与した。
・機器や教材の整備により、効率的な運営と活動の継続性の向上につながった。

活動・事業を実施した
ことで良かった点、得
られた成果、確認され
た効果などについて記
入してください。

また、アンケート等で
参加者や受益者（サー
ビスを受けた方）の評
価がわかる場合は、記
入してください。

８ 反省点・課題
・公民館改修に伴う12月からの会場変更により、一時的に参加者数が減少した。
　また、12月から1月にかけてはインフルエンザの影響もあり、参加人数が伸び
　悩む状況が見られた。
・会場変更に伴う周知や新しい環境への適応に課題があり、特に新規参加者の確保
　に影響があった。
・学生ボランティアについては無償参加であり、交通費も一部支給にとどまって
　いるが、意欲的に関わっていただいている状況である。今後、継続的な参画を
　支えるための支援の在り方について検討が必要である。
・子どもたちと学生ボランティアの関係は良好である一方、居場所機能と
　学習支援のバランスについて、学習時間の確保や運営上の工夫が求められる。

今後は、周知方法の工夫や運営体制の見直しを行い、安定した参加と学習効果の
両立を図るとともに、継続的な活動基盤の強化に努めていく。

活動・事業を実施した
結果、反省点や課題と
してあげられる事項に
ついて記入してくださ
い。

また、反省点や課題の
改善方法を検討した
り、解決を図った場合
は、その内容を記入し
てください。

-4-



活動・事業の収支決算書

※団体全体の収支ではなく、補助対象事業に限定した収支を記載してください。

項　　目

補助金

補助金

協賛金

繰越金

その他

Ａ Ｂ 円 × ％ ＝ 円

補助限度額 円

項　　目

45,000 0

（ 0 ） （ 0 ）

45,000 24,920

（ 0 ） （ 0 ）

100,000 93,236

（ 80,000 ） （ 90,700 ）

90,000 55,800

（ 0 ） （ 9,300 ）

20,000 0

（ 10,000 ） （ 0 ）

15,000 0

（ 10,000 ） （ 0 ）

5,000 0

（ 0 ） （ 0 ）

Ｃ 320,000 Ｄ 173,956 Ｄ－Ｃ

（ 100,000 ） （ 100,000 ）

③収支決算額 Ｂ 280,013 円 － Ｄ 円　　＝ 円
【備考】

※支出額の（　　　）内は、支出のうち補助金から支出する金額を記載してください。また、各支出項目についての領収書の写し（コピー）を添付してください。

支出合計 238,330 -81,670

238,330 41,683 次期繰越金

印刷費 0 -15,000
特別授業、子ども募集、ボラ募集等のチラシ作成。作成はプリンターでの作
成とした。ということで消耗品費となった。

消耗品費 9,025 4,025 コピー代等

交通費 55,800 -34,200 学生ボランティア等の交通費500円／回

講師謝礼 3,400 -16,600
子ども用講演会及び特別教室の講師謝礼　但しほぼ無償で行なってくれまし
た。

子どもたちへの軽食・お菓子

保険費 24,920 -20,080
子ども及びボラさん用行事保険。28円×22回×35人＋28×2×60＝24,920円
及び途中入る人向け

具体的な内容（積算根拠等）

収入合計 320,000 280,013
Ｂ－Ａ

-39,987
発展コース：補助対象経費

0 3,125 3,125 利子 125円、寄付（平塚更生保護女子会）3,000円

②
　
　
支
　
　
　
　
出

予算額（円）
（うち補助金額）

決算額（円）
補助対象経費（円）
（うち補助金額）

増減額（円）

食材料費 46,237 1,237

教材費 98,948 -1,052

各科目各学年ごとの教材購入　37,576円、
イベント用材料費・教材文具　20,897円（内対象15,185円）
プリンター購入（ボラが作成した問題及び学習教材のコピー代を節約の為）
30,939円、及びおき台7,451円、収納ボックス2,085円

地区民生委員児童委員協議会60,000円、地区社会福祉協議会 60,000円、

50,000 56,888 6,888

①
　
　
収
　
　
　
　
入

予算額（円） 決算額（円） 増減額（円） 具体的な内容（積算根拠等）

100,000 100,000 0 平塚市市民活動推進補助金

50,000 0 -50,000
子ども貧困対策支援事業補助金（平塚市社会福祉協議会）　平成7年度から
無くなった

120,000 120,000 0

事務局記入欄 発展コース補助割合確認 □
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金田の寺子屋 参加者募集

こんなところ
＊無料です︕
＊地域の方や大学生等が
学習をサポートします。

＊楽しいイベントも。

団体名：子どもの居場所 金田の寺子屋

電話及びFAX：0463-36ー6818  山西

電話及びFAX：0463-33ー3567  井上

E.mail：kodomokaneda55@gmail.com

申込先・

問合せ先

居場所づくり 学習支援

注意：参加に際しては

保護者の了承が必要です。

上記QRコードから
申し込みができます

いっし ょ に楽し く 学習しよう ！

現在50名ほどの参加者がいるよ

＊開催日時

毎月第２と第４火曜日の
17:00 〜18：30

＊場所：金田公民館（注1）

＊対象：小学生から中学生
＊注1：金田公民館休館中の

開催場所は

「ソーレ平塚」

新一年生

＊協力団体：金田地区民生委員児童委員協議会 金田地区社会福祉協議会

パンフ一例 一年生の募集

寺子屋 風 景

公民館改修が始まり、
令和7年12月から会場は

ソーレ平塚に

開催状況

名 称：金田の寺子屋

対 象：小学校１年〜６年生、

中学校１年〜３年生

開催頻度：月２回（第二、第四火曜日）

開催時間：17：00〜18：30

開催場所：平塚市 金田公民館（注1）

令和7年度開催回数：24回

令和7年の参加者総数

生徒：702人

ボランティア：291人

＊注1：金田公民館休館中の
開催場所は「ソーレ平塚」
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特別授業
とくべつじゅぎょう

： 

 「科学
か が く

のまど」をのぞいてみよう 

   ～音
おと

のふしぎ・空気
く う き

のふしぎ・水
みず

のふしぎ～ 
 

牛 乳
ぎゅうにゅう

パックや紙
かみ

コップなど、身近
み ぢ か

なあるものを使
つ

った 

工作
こうさく

を通
とお

して、いろいろな「ふしぎ」を体験
たいけん

します。 
 

主催： 子どもの居場所 金田の寺子屋

先 生
せ ん せ い

 ：新 井
あ ら い

 隆 一
りゅういち

さん 

       （科学
か が く

のまど・学芸員
がくげいいん

） 

開催
かいさい

日時：９月９日（火） 17：00 から 

開催
かいさい

場所：金田公民館ホール 

＊早
はや

く来
こ

れる人は、早
はや

くきてね。実験材料等
じっけんざいりょうとう

の準備
じゅんび

を 

手伝
て つ だ

ってね。授 業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

も面白
おもしろ

いよ。 

 
 

ら

特別授業
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プロジェクト

子どもたちに

「 音楽を届ける」

HP： 1m -cl .com

近く で楽しむ生演奏にワクワク！
ちか たの なまえんそう

日常に音楽があふれる街を目指し て

がお届けする

こ れから のコ ン サート &

演奏家の情報も L I N E から チェ ッ ク ！

次はどこの100クラを観に行く ？調べてみよう

今日の10 0クラ。

金田 の寺 子屋 @ 平塚 市立 金田公 民館

2025/ (火)

金田の寺子屋
@ 平塚市立金田公民館

神奈川県平塚市入野108-1

1 7 :0 0〜1 7 :4 5
井上�葵 k c e f i j 野底�彩芽 h d g

いのうえ�あおい のそこ�あやめ

東京都出身。 4歳よりヴァイオリンをは

じめる。 �国立音楽大学附属高等学校を経

て桐朋学園大学音楽学部卒業。 �ソロ以外

にも室内楽に力を入れ、 弦楽四重奏

のQuartetto�Richesseとしても群馬や東

京など各地で活動している。 クラシック

の活動のほかにアーティ スト のライブサ

ポートやレコーディ ングに参加。

東京音楽大学付属高校、同大学ピアノ科

卒業。同大学院�修士課程�伴奏科�修了。

現在は、 主に共演ピアニストとして各種

イベント やコンサート にて活動中。

このライブは、蓑田秀策様からのご寄付により�お届けします。

設立記念コンサート

クリスマス コンサート

夏まつり
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教材本

プリンター及びおき台
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